
４年学級懇談会
Ｈ２５．４．２２（月）

場所：各教室

担任紹介１組金森京子２組曽我部暁子３組白木理恵

ＰＴＡ学年委員紹介、

１

２

自己紹介

学年目標こんな４年生に

。落ち着いた行動・学習態度を育てる

・人の話を聞くことができる子

・けじめある行動がとれる子

・あいさつができ、心身ともに健康な子

・お互いの良さを認め、人を思いやる子

具体的な方針

ア望ましい学習のルールを育成するとともに、基礎・基本の定着を図る°

イ一人一人の個性を見つめ、個に応じたきめ細かな指導をする。

ウ体験的な学習を重視し、学習に対する意欲や関心を高める。

工高学年の仲間入りをしたという自覚を持たせ、様々な活動を通して、

白羊件ｄ責任感や思いやりの心を育てる。

オ学級の枠を越え、学年全体での活動を多くし、学年で指導にあたる。

力家庭との連絡を密にし、信頼される学年、学級作りに努める。

学級の実態など

学習面について

教科指導:､音楽（市川裕佳子)、算数ＴＴ・書写（本田玲子）

３
４

５

６
７

基礎学力の定言・・・音読、スキルによる反復練習をし、家庭学

習の習慣をつける。

総合学習：「わたしたちにできること」「働く人に会いに行こう」など。

Ｓ生活面について

☆集団の決まりを守ろう１１

①時間を守ろう（チャイム着席）

②移動は静かに（特別教室、体育館）

⑧話を聞こう（話す人を見て聞く）

④約束を守ろう（名札は胸に、帽子、持ち物は記名）

と



⑤基本的な学習用具で学習しよう（シャープペンシルは持たない｡）

⑥あいさつや返事を元気よくしよう

⑦丁寧な取り組みをしよう（ノート、練習）

⑧自主的に活動しよう（清掃、係活動）

⑨友達と仲良くしよう（声をかけ合う、助け合う）

☆家庭で気をつけてほしいこと

ア交友関係親しい友達はいるか

友達のことで悩んでいることはないか

どんな遊びをしているか

イ行動範囲どの辺まで出かけているか

だれと行動を共にしているか

ウお金や物子どもにふさわしい金額や品物か

親が買った覚えのない物はチェック

必要のない物は学校に持たせない

お小遣いの額はよく話し合って決める

工お手伝い家族の一員としての家事分担

９その他

（１）春の遠足

行き先：落合公園

３．４年生が仲良くオリエンテーリングを行う。

（２）学級写真・漢字辞典の注文５月２日（木）まで

お知らせとお願い

☆漢字辞典の購入について

国語の授業で漢字辞典の使い方を勉強します。授業では図書室にあるもの

を使いますが、おうちにも１冊あると漢字の読み方、成り立ち、意味などに

ついて調べるのに便利です。購入は自由ですが、見本を用意しましたので希

望される方は注文してください。５月２日（木）までにお願いします。

☆社会見学の予定

「ごみ処理と利用」：クリーンセンター

「命とくらしをささえる水」：浄化センター

「火事からくらしを守る」：消防署

「木曽三川分流工事と愛知用水」：木曽三川公園

乳
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文部科学省｢い．じめの問題に関する児市生徒の爽脳
把捉並びに教育委員会及び学校の取組状況に係る
緊急調査結果|より
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